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『
往
生
論
註
』

に
お
け

る
往
相

・
還
相

に

つ
い
て

一
、
は
じ
め

に

『往
生
論
註
』
(以
下

『論
註
』
と
略
す
)
所
説

の
往
相
と
還
相
の
二
種

迴
向
は
、
『往
生
論
』
(以
下

『論
』
と
略
す
)
並
び
に

『論
註
』
以
前

の

経
論
に
そ

の
語
句
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
ず
、
曇
鸞

の
創
出
に

よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
往
相

・
還
相
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
拙
稿
と
同
様
、
(
1
)

後
世
の
発
展
的
理
解
と
の
相
違
に
留
意
し
、

改
め
て
曇
鸞

自
身
の
意
図
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
の
往
相
と
還
相

の
二
種

迴
向
に

つ
い
て
整
理
し
、
併
せ
て
還
相
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
往
相
と
還
相

の
二
種
迴

向

の
整
理

曇
鸞

は
週
迴向
に
つ
い
て

『論
註
』
に
於

い
て

一
貫
と
し
て
、
自
ら
集

め
た
す
べ
て
の
功
徳
を
す
べ
て
の
衆
生
に
施
し
、
共
に
仏
道
に
向
か
う

こ
と
と
理
解
す
る
が
、
こ
れ
を
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
を
指
向
す
る
五
念

門
内
に
理
解
す
る
中
、
往
相
と
還
相
の
二
種
週
迴向
と
い
う
独
自
の
理
解

石

川

琢

道

を
示
し
て
い
る
。

巻
下

「起
観
生
信
」
に
お
い
て
迴
向
門
を
註
釈
す
る
中
、

迴
向
有
二
二種
相
一。

一
者
往
相
二
者
還
相
。
往
相
者
。
以
二
己
功
徳
一

二
施

一
切
衆
生
一。
作
願
共
往
二
生
彼
阿
彌
陀
如
來
安
樂
浄
土
一。
還
相
者
。
生
二

彼
土
一已
。
得
二奢
摩
他
毘
婆
舎
那
方
便
力
一成
就
。
 
二
入
生
死
稠
林
一教
二

化

一
切
衆
生
一共
向
二
佛
道
一。
若
往
若
還
皆
爲
下
抜
二
衆
生
一渡
中
生
死
海
上
。

是
故
言
二
迴
向
爲
首
得
成
就
大
悲
心
故
一・
(
2
)

と
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
ま
ず
往
相
と
は
、
自
ら

の
功
徳
を
施
し
、
衆
生

と
共
に
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
を
作
願
す
る
こ
と
を
言
い
、
ま
た
還
相
と

は
、
往
生
以
後
に
、
奢
摩
他

・
毘
婆
舎
那

の
方
便
力
を
成
就
し
た
な
ら

ぼ
、
再
び
娑
婆
世
界

へ
と
入
り
、
す
べ
て
の
衆
生
を
教
化
し
て
共
に
仏

道

へ
と
向
か
う
こ
と
を
言
う
。
そ
し
て
こ
の
往
相
と
還
相

の
何
れ
も
が
、

生
死
を
繰
り
返
す
娑
婆
世
界
か
ら
衆
生
を
救
い
と
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
迴
向
の
実
践
と
は
、
往
生
以
前
並
び
に
往
生
以
後
も
継

続
的
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
菩
薩

の
修
道
上
に
お
い
て
考
え
れ

ぼ
、
往
生
以
前
に
行
な
う
迴
向
の
実
践
が
往
相
、
往
生
以
後
に
行
な
う

6
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迴
向
の
実
践
が
還
相
と
分
類
さ
れ
る
。

三
、
還
相

の
思
想
背
景

に

つ
い
て

周
知

の
よ
う
に
、
還
相
の
思
想
背
景
と
し
て

『論
』
所
説
の

「園
林

遊
戯
地
門
」
を
そ
の
典
拠
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
点
を
考
慮

す
れ
ぼ
、
還
相
の
迴
向
を
創
出
し
た
一
次
的
な
思
想
背
景
は

『論
』
を

指
摘
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
の
み
が
、
創
出

へ
の

起
因
と
な

っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は
そ
の
特
徴
的
な
娑
婆
世
界

へ
と
入
る

と
い
う
菩
薩
の
行
相
に
注
目
し
検
討
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

筆
者
は

こ
れ
ま
で
曇
鸞

浄
土
教
に
つ
い
て
愚
考
を
重
ね
て
き
た
が
、

仏
身
論
等

に
も
言
え
る
よ
う
に
、
(
3
)

そ
の
思
想
の
多
く
が

『智
度
論
』
等

の
四
論
系

の
経
論

に
基
づ
く
。
曇
鸞

が
如
何
な
る
理
由

で

『論
』
の
註

釈
を
行
な
う
に
至

っ
た
か
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も

『論
』
の
説

示
が
、
浄
土
教

へ
と
帰
入
す
る
以
前
に
修
学
し
た
と
考
え
ら
れ
る
涅
槃

や
四
論
と
相
反
す
る
思
想
を
有
す
る
も
の
と
曇
鸞

が
考
え
た
と
は
、
そ

の
註
釈
姿
勢
を
み
る
限
り
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
ま
で
に
修
学

し
た
涅
槃

や
四
論
を
最
大
限
に
援
用
し
、
『論
』
の
解
釈
を
行
な

っ
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
点
か
ら
、
『論
』
以
外

の
経
論

の
影
響
を

考
慮
し
、
還
相

の
思
想
背
景
を
再
検
討
し
た
い
。

先
学
の
研
究
を
窺
う
と
、
『無
量
寿
経
』

の
第
二
十

二
願
を
そ
の
背

景
と
し
て
指
摘
す
る
も
の
が
多
い
。
『論
』
は

『無
量
寿
経
』
に
対
す

る
論
議

(優
婆
提
舎
)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
先
学

の
指
摘

『往
生
論
註
』
に
お
け
る
往
相

・
還
相
に
つ
い
て

(石

川
)

通
り

『無
量
寿
経
』
を
思
想
背
景
と
み
る
こ
と
は

一
見
合
理
的
な
見
解

と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
曇
鸞

は

『論
註
』
に
第
二
十
二
願
を
二
箇

所
に
引
用
を
行
な
う
が
、
(
4
)

そ
の
何
れ
に
お
い
て
も
弥
陀
浄
土
に
往
生
し

た
者
が

一
生
補
処
に
至
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。
恐
ら
く
こ
れ
ま
で
の

研
究
は
、
第
二
十
二
願
中
の

「普
賢
之
徳
」
に
対
す
る
理
解
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
曇
鸞

は
二
度
に
渡

り
引
用
を
行
な
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
還
相

へ
通
ず
る
理
解
を

示
し
て
お
ら
ず
、
少
な
く
と
も
曇
鸞

の
理
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
第

二
十

二
願
を
も
っ
て
還
相

の
思
想
背
景
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
を
導
き
出
す

こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
こ
で
、
次
に

『
大
品
般
若
』
及
び

『智
度
論
』
の
影
響
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。
還
相
の
菩
薩
は
、
先
述
の
通

り
往
生
を
得
た
後
の
菩

薩
で
あ
る
。
曇
鸞

は
往
生
行
を
行
な
う
菩
薩

の
形
相
に
つ
い
て
、
八
地

以
上
の
平
等
法
身
の
菩
薩
と
、
初
地
以
上
七
地
以
下

の
未
証
浄
心
の
菩

薩

の
二
種
に
分
類
し
て
理
解
す
る
。
(
5
)

こ
の
二
種

の
菩
薩

の
解
説
中
、
未

証
浄
心
の
菩
薩
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
菩
薩
願
レ
生
二
安
樂
浄
土
一即
見
二
阿
彌
陀
佛
一見
二
阿
彌
陀
佛
一時
與
二
上
地

 
 

諸
菩
薩
一畢
竟
身
等
法
等
。
(
6
)

こ
こ
で
、
下
位
に
あ
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
、
浄
土
に
往
生
し
阿
弥
陀

仏
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
上
地
の
諸
菩
薩
で
あ
る
平
等
法
身
の
菩
薩
と

身
も
法
も
等
し
く
な
る
と
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土

へ
の
往
生
を
境
と
し
て
、
初
地
以
上
七
地
以
下

の
未
証
浄
心
の
菩
薩
か

6
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『
往
生
論
註
』

に
お
け
る
往
相

・
還
相

に

つ
い
て

(石

川
)

ら

八

地

以
上

の
平

等

法
身

の
菩

薩

へ
と
、

菩

薩

は
階

位

、
並

び

に
そ

の

境

界

に

つ
い
て
も

飛

躍

的

な
進

趣

を

み
る

こ
と

と
な

る
。

そ

れ

に
対

し
、
還

相

の
菩

薩

は
往

生

を
得

た

後

の
菩

薩

で
あ

る

こ
と

か

ら

、

八

地

以

上

の
平

等

法

身

の
菩

薩

と

み

る

こ
と

が

出
来

る
。

こ

の

平

等

法

身

の
菩

薩

に

つ
い
て
、

曇
鸞

は
次

の
よ

う

に
述

べ
る
。

平
等
法
身
者
八
地
已
上
法
性
生
身
菩
薩
也
。

(中

略
)
此
菩
薩
得
二
報
生
三
昧

一。

以
ニ三

昧
神
力

一
能

一
處

一
念

一
時
遍
二
十

方
世
界

一。
種
種

供
二
養

一
切

諸
佛
及
諸
佛
大
會
衆
海

一
。
能

於
下
無
量
世
界
無

二
佛
法
僧

一
處
上
。
種
種
示
現

種
種
教
化
。
度
二
脱

一
切
衆

生

一
常
作
二
佛
事

一
。
初
無
二
往
來
想
供
養
想
度
脱

想
一。
(
7
)

こ
こ
で
平
等
法
身
の
菩
薩
が
報
生
三
昧

の
境
界
に
あ
る
と
説
示
す
る

が
、
既
に
拙
稿
に
指
摘
し
た
通
り
、
(
8
)

こ
の
報
生

三
昧
と
は

『大
品
般
若
』

及
び

『智

度
論
』
の
他
に
み
る
こ
と
が
出
来
な

い
説
示
で
あ
る
。
又
、

そ
れ
は
曇
鸞

の
引
用
経
論

の
用
例
か
ら
み
て
も

『智
度
論
』
に
依
っ
た

も
の
と
み
て
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
『智
度
論
』
は
菩
薩
が
般
若
波

羅
蜜
と
相
応
し
、
ま
た
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
が
、
そ
の

『智
度
論
』
に
あ
る
報
生
三
昧
の
境
界
に
よ
っ
て
、
曇

鸞
が
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
を
得
た
菩
薩

の
境
界
を
説
明
す
る
点
で
あ

る
。
即
ち

こ
れ
は

『智
度
論
』
に
示
さ
れ
る
、
所
謂
、
大
乗
菩
薩
道

の

実
践
上
に
、
曇
鸞

が
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
行
を
捉
え
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
報

生

三
昧

は

『智

度

論

』

「発

趣

品

」

に
説

か
れ

る

。

こ
の

「発

趣

品

」

は
初

地

か

ら

十

地

へ
と

至

る

菩

薩

の
進

趣

に

つ
い

て
示

さ

れ

る

が

、

そ

の
八
地

の
菩

薩

が
得

る
境

界

と

し

て
説

示

さ

れ

る
。

「常

入
二三

昧

一
」
者
。
菩
薩

得
二
如

幻
等
三
昧

一。

所

レ
役
心
能
有

二
所
作

一
。

今
轉

レ
身
得

二
報

生
三
昧

一
。
如
三
人
見
レ
色
不

レ
用
二
心
力

一。
住
二
是

三
昧
中

一。

度
二
衆

生

一安
隠

勝

二
於
如
幻

三
昧

一。
自

然
成

レ
事
無

レ
所

二
役
用

一。
如
下
人

求
レ
財

。
有
二
役

レ
力
得
者

一
有
中
自
然
得
者
上
。
「
隨
二
衆
生
所
鷹
善
根

一受

レ
身
」

者
。
菩

薩
得
二
二
種

三
昧

二
種

神
通
行
得
報
得

一。
知

以
二
何
身

一
以
二
何
語

一

以
二
何

因
縁

一
以
二
何
事

一
以
二
何
道

一
以
二
何
方
便

一
。
而

爲
受

レ
身
。

乃
至
受

 

二畜
生
身
一而
化
二
度
之
一
(八
地
寛
)
(
9
)

「常
に
三
昧
に
入
る
」
、
「衆
生
所
応
の
善
根
に
随

っ
て
身
を
受
く
」
と
の

内
容
は
、
『大
品
般
若
』
に
示
さ
れ
る
八
地
の
菩
薩

が
具
足
す
べ
き
五

法
の
内
、
第
四
と
第
五
に
あ
た
る
。
報
生
三
昧

に
つ
い
て
明
確
な
内
容

規
定
は
為
さ
れ
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
続
く

「衆
生
所
応
の
善
根
に

随

っ
て
身
を
受
く
」
と
の
説
示
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
八
地
の
菩
薩
は
如

幻
三
昧
並
び
に
報
生
三
昧
、
更
に
は
二
種
の
神
通
の
行
得
と
報
徳
を
得

て
、
衆
生
に
対
し
、
如
何
な
る
身
、
言
葉
、
因
縁
、
事
象
、
道
、
方
便

を
も
っ
て
行
な
う
べ
き
か
を
知
り
、
そ
の
上
で
、
身
相
を
現
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
畜
生
に
も
な
り
衆
生
を
化
度
す
る
。
そ
の
対
象
が
衆
生
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
八
地
の
菩
薩
が
欲
界

へ
と
身
を
変
じ
、
化
度
を
行
な

う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

曇
鸞

は
、
『智
度
論
』
の
説
示
を
援
用
し
、
還
相

の
菩
薩
と
同
位
に

7
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あ
る
平
等
法
身
の
菩
薩
に
つ
い
て
、
報
生
三
昧
の
境
界
に
あ
る
と
理
解

す
る
。
又

『智
度
論
』
に
於

い
て
そ
の
八
地
の
菩
薩
は
、
報
生
三
昧
を

得
た
後
、
欲
界

へ
と
身
を
変
じ
、
化
度
を
行
な
う
と
説
示
さ
れ
る
。
こ

れ
は
還
相
の
菩
薩
の
菩
薩
と
同
じ
行
相
を
有
す
る
も
の
と
指
摘
出
来
る
。

四
、

ま
と
め

往
相
と
還
相
の
二
種
迴
向
は
、
何
れ
も
菩
薩
が
主
体
者
と
な
り
迴
向

を
実
践
す
る
そ
の
行
相
を
現
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
共
に
衆
生

の
救

済
を
意
図
し
つ
つ
も
、
往
生
以
前
並
び
に
往
生
以
後
と
い
う
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
を
境
と
し
た
二
面
性
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
よ
う
な
二
者
、
特
に
還
相
を
指
摘
し
た
背
景

は
、
先
述
の

通
り
、
一
次
的
な
思
想
背
景
は

『論
』
で
あ
る
。
「園
林
遊
戯
地
門
」
に

於
け
る
、
往
生
以
後

の
菩
薩
が
衆
生

の
救
済
の
為
に
娑
婆
世
界
に
応
化

身
を
示

し
て
迴
向
す
る
と
の
説
示
に
依

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

同
時
に
、
そ
の
思
想
背
景
は

一
義
で
は
な
く
、
曇
鸞

の
意
図
す
る
実
践

行
全
体

の
中
で
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
往
生
以
後

の
菩
薩
の
境
界
を
報

生
三
昧
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曇
鸞

は
弥
陀
浄
土

へ
の
往
生
行
を
、
『智

度
論
』

に
示
さ
れ
る
大
乗

の
菩
薩
の
実
践
と
し
て
捉
え
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
還
相
の
思
想
背
景
に
つ
い
て
考
え
れ
ぼ
、
還
相
の
菩
薩
と
同
位

に
あ
る
八
地
以
上
の
平
等
法
身
の
菩
薩
が
、
『智
度
論
』
所
説
の
報
生

三
昧
に
あ
り
、
か
つ
そ
の
菩
薩
は
化
度

の
た
め
に
欲
界
に
も
生
ず
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
還
相
の
菩
薩
の
菩
薩
と
同
じ
行
相
を
有
す
る
菩
薩
の

『往
生
論
註
』
に
お
け
る
往
相

・
還
相
に
つ
い
て

(石

川
)

存
在
を
等
閑
視
で
き
な
い
。
む
し
ろ
浄
土
教
帰
入
以
前
に

『智
度
論
』

を
修
学
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
認
識

の
も
と
に

『論
』
の

「園
林
遊
戯
地
門
」
を
受
容
し
得
、
か
つ
還
相

を
創
出
し
得
た
の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
最
後
に

一
言
す
れ
ば
、
今
回
検
討
し
た
往
相
と
還
相
の
二
種
 

迴
向
を
生
み
出
し
た
重
要
な
要
因
に
、
阿
弥
陀
仏

の
存
在
を
指
摘
出
来
る
。

還
相
の
菩
薩
が
欲
界

へ
と
入
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
の
は
、
八
地
以
上

の
平
等
法
身
の
菩
薩
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
。
未
証
浄
心
の
菩
薩
が
平
等

法
身
の
菩
薩
と
な
る
た
め
に
は
、
先
述
の
通
り
、
浄
土
に
生
じ
て
阿
弥

陀
仏
を
み
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
曇
鸞

が
何
故
に
こ
の
よ
う
な
阿

弥
陀
仏
の
存
在
を
開
顕
し
得
た
か
、
こ
の
点

に

つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

1

拙
稿

「曇
鸞

「二
種
法
身
説
」
を
め
ぐ
っ
て
」
(『浄
土
學
』
第
四
十
二

輯

・
二
〇
〇
五
年
)
等
を
参
照

2

大
正
四
〇

・
八
三
六
上

3

註
一

前
掲
拙
稿
参
照

4

同

・
八
四
〇
中
、
八
四
四
上
5

拙
稿

「『往
生

論
註
』
に
お
け
る
未
証
浄
心
の
菩
薩
に
つ
い
て
」
(『印
仏
研
』
五
一
―
二

・

二
〇
〇
三
年
)
参
照
6

同
・
八
四
〇
中

7

同

・
八
四
〇
上

8

註
五
前
掲
拙
稿
参
照
9

大
正
二
五

・
四

一
八
中
～
下

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

大
品
般
若
、
智
度
論
、
報
生
三
昧

(大
正
大
学
大
学
院
研
究
生
、
浄
土
宗
総
合
研
究
所
研
究
員
)
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wish to point out in this paper that he was very interested in the fact that 

Amitabha is a sambhoga-kaya. 

12. An Analysis of the Theory of nianfo in the Lianzong Baojian 

Xin ZHANG 

The Lianzong Baojian (T47, No.1973; 10 fascicles) by Youtan Pudu (1199-

1277) is one of the most important works on Pure-land Buddhism in the 
Yuan dynasty (1206-1368). In this work, Putu encouraged the drawing of a 

clear distinction between correct nianfo practices and evil ones, through 
which he attempted to prove the justice of nianfo practice and to systemize 

the Pure Land Buddhist doctrines that had been developed in China so far. In 
this sense, the Baojian is extremely important for us to understand the devel-

opment of Pure-land Buddhism during the Yuan; however, Buddhist scholars 

have not paid serious attention to it. This article attempts to analyze the the-
ory of nianfo practices in the Baojian and to clarify the influences of some 

renowned patriarchs upon it.

13.On the"Aspect of Going"(Wangxiang往 相)and the"Aspect of Return-

ing"(Huanxiang還 相)in the Wangsheng lunzhu往 生 論 註

Takudo ISHIKAWA

The phrases for the two aspects of merit-transference,"aspect of going"

(Wang-xiang往 相)and the"aspect of returning"(    huanxiang還相), in the Wang

sheng lunzhu往 生 論 註are not found in sutras and commentaries before the

Wangsheng lun往 生 論(Treatise on Birth in the Pure Land)and the Wangsheng

lunzhu(Commentary on the 'Treatise of Birth in the Pure Land'). Therefore, these

two phrases are taken to be the creation of Tanluan. The philosophical back-

ground of the "aspect of returning"(huanxiang)has been considered to be

"the gate of traveling in the forest"(yuanlin youxidi men園 林 遊 戯 地 門)as de -

scribed in the Wangsheng lun. While I agree that this concept is its primary

philosophical background, I believe that the concept in the Mahaprajna-
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